
公共工事に係る緊急安全講習会 公共工事に係る緊急安全講習会

日時：令和6年10月3日（木） 9 : 10~10: 10 

場所：相模原市民会館 3階第1大会議室

次第

1 開会 (9時10分～）

相模原市長本村賢太郎

2 下水道事故の経過報告 (9時15分～）

相模原市下水道保全課長三浦貴洋

3 労働災害の発生状況と安全対策について (9時30分～）

神奈川労働局安全課関川晃

4 質疑応答（10時00分～）

3 閉会 (10時10分）



【工事概要①】

【目的】

緊急輸送道路である県道507号（相武台相模原）に埋設されている矢部雨水
幹線を耐震化し、被災時における下水管きょの能力維持及び緊急輸送道路と

しての機能確保を図るもの。

【工事概要】
工事件名：公共下水道管きょ耐震化工事

(R6-4エ区）
施工場所：相模原市中央区陽光台3丁目地内

【工事内容】

工事延長： L=151.4m

管径：矩形 3,000mmX 3,000mm 

工種 ：管きょ更生工 L=147.0m

契約期間：令和6年6月28日～令和7年3月10日至相武台
至頗道507号



【工事概要②】

施工場所：相模原市中央区陽光台3丁目地内



使用人孔周辺の様子

隕道507号

No.3人孔
（換気孔）

4車線で交通量も多い

No.O人孔
（作業孔）

市道上溝17号
2車線で交通量は少ない

至相武台
至県道507号
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［【事故当時の天候①】

事故当日の雨量情報について（引用元：市消防局雨量計）

10分間
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［【事故の経緯】

事故発生からの経過

9月19日（木）

昼食休憩時

午後3時30
~40分頃

午後3時48分
午後3時45
~55分頃

午後4時28分頃
午後4時30分頃
午後4時40分頃
以降

天気予報サイト確認、午後3時に1mmの予報

地上監視員が降雨確認、連絡のため入孔
大雨注意報発令

脱出人孔 (No.O人孔）直下に到着、避難開始
8名中2名の避難が間に合わすに流される
現場から消防へ通報
現場から2名の連絡が取れない旨、監督員に連絡
消防隊到着

消防による捜査活動は9月21日まで実施



建設業における労働災害の

発生状況と安全対策について

～事業者と発注者の責務～

相模原市公共工事に係る緊急安全講習会

令和6年10月3日（木）

神奈川労働局安全課地方産業安全専門官関川晃
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神奈川県下の建設業の労働災害は増加
傾向にあります。

●令和5年の死亡災害は、前年の2倍の16人です
（新型コロナウイルス感染症によるものを除く）。

●そのうち、公共工事等の死亡災害は前年の1人
から7人に激増し、16人に占める割合では43.
8％（ほぽ半数）となっています。過去10年間でみ
ても平成29年の50.0％に次いで高い割合です。

●令和5年公共工事等死亡災害（墜落・転落3人、
崩壊・倒壊2人、飛来・落下1人、おぼれ1人）

•t.~ ~QRコードから神奈川労働局HPヘアクセスし、上記の冊子をダウンロードできます。各社の安全教育にご活用下さい。
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令和4年(2022年）と令和5年(2023年）の比較
事故の型別（死亡災害）

園7ー1令和4(2022)年事戴型刷の死亡者数 國7-1令和5(2023)年事故の型別の死亡者＇
渾塁コロナウイルス感棗鑑によるもの和言。 一 ~口がウイルス鴫攣肇によるな咋戴0

墜落・転落が3人
増加(4人⇒7人）

飛来・落下が2人
増加(1人⇒3人）

崩壊・倒壊が2人
増加(0人⇒2人）
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國10-2令和8年覺注者賢死亡者数
（葦塁コロナウイルス鵬艤Eによる奴Dを輸0

等で発生したのは7人{43.8%)であった。
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1o-a公共工事尋における事霞の園眉の亮●看徴(llbaナウイルス1晨皇はる紐屯含む）
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令和6年の公共工事等における死亡看は7人であり、漣殷彙全体の“％を占めた．なお、公共工事等に
おける覺注看別の内訳は、Illが1人、地方公共団体（桑及び市区町村）5人、公団事9人であった．さら1：：・
エ亭種別の内訳は．土木工事稟が5人で』畠簗工事業及びその他の●設彙は各1人であった．
令和5年の公共工事答における死傷者65人について、事故の裂別の内訳としては、『豊蒐．転贅」と「はさ
まれ、讐き込まれ」が各15人(23%)と最も多く、次いで「転鋼J8人(12%)、「崩壊、倒壌」と「切れ、こすれ」が
各5人（鉛）となった．

令和6年 暑荊・亀置胴労働災害覺生状況［第1表］（主憂婁覆）
（誓髪コロナウイルス愚染集のり愚によるものを緯外）
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令和6年死亡災害の概要（建設業）

神奈JII労 働 局

令函年月末現在

髭生月 | 集糧 起因物
l 覺生概蔓壽号l 事寡場矯摸

発生睛刻披災名の年齢層 事故の型

その(9飽次の下●鱗鮫） 稟

ブの蓼ガで箪市ス璽ガ災枝剛ス者讐しがをのた漏同穴切偉れ断にたが頭撤こ蓑を去と見入で作のれ案救醸、急屯意素搬埠欠自送が身乏さながにれいスよた状るコが纏ッ急、1月 | 化学設傭
~9人

＂鱒頃 25歳～29歳 ＊害物等との捜触 性心機鯰陣書により死亡した．

3月 I 建築工事• 足場
下災1足0に者メ場受がーの渡持ト解ルしち体）、場か作作をら稟集鴫墨が中れ窪ひ、たし足ととた段場こ。薄ろの、し資足た材湯とをこ上、ろ（上で高か、さ敏ら約2 I ~9人

11時頃 20~24● 肇落．転鵞

7月 | 土木工事彙 緯固め用纏械

.. 牛行か災膏Illっら看て皇欝めのい鰍鯖ffl■た懺怖11鶴と櫨＂械がこご肇を埠なと書鴫緬輯法軒筐と軍置1鱈賣iし約1lに嶋」,膿お蔓瓢.い艦1.●の,て1を転-、し9す圧績てさ作災いま茶たれ書を櫨たが． 3 l ~9 . 

16睛頃
20~24● 墜薄、転疇

その餡の建鮫稟 生コンプラント内の械修工事において櫨災者
8月 その他の電気駁● が腹ばいの体勢になり内郎うめをき11l声きが込上もうと投

4 I -9人 光馨を手に袴ったところ、う がり硬

＂囀頃 26●~29● 感電
・しているような状攣となった．搬送先の綱醗
で死亡が菫認され、感電死と祠明したものo I I 

＇ | ， 

令和5年の死亡災害事例1（急な増水）

8月

13時頃

8
 

．水

おぽれ

［発生状況）
河川の霞岸工亭における終切工内での河床ほ削湯所が、水位'―
の急上鼻による越水で水没し、作案者ら4名が急流につかりなが
ら退遍中に1名がまされ、5km下器で発見された．発生時刻と同
じ頃に大丙ま輻が発表されていた．

［災害防止のポイント］
1河川内等での増水の可能性を亭煎に検討し、培水による危験の
判断墓紐豊びに作業打ち切り等の基畢を定めることまた、培水時
に逹切な遷観を行うための選龍経路等を定め、増水時の遷H体
を墾帽すること．
2元方寧菜者、関係慎負人による緊急時の避h鱈様を実竺し、緊
急時における註鱈経路纂を作稟者に周知微慮しておき、緊急時に
対処できるようにしておくこと．
3増水があった湯合の危験を防止するため、増水の程度に応じた
迂正な作柔の方法、手、9]を決定し、かつ作稟体!1を整伶して沼正
な作柔瞥遅を行うこと．
4蒋長を作業指揮者として、作業方法、手ばなどを決定し・作菜を
直接指揮させるとともに、代常時の厨の過切な措置を指匡させる
ことぐ．
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関係する可能性のある労働安全衛生法令

労働安全衛生規則第575条の9～第575条の16（土石流による危険の防止）ほか、悪
天候時の作業禁止、退避等を定めて規定が数多くある（高所作業、重機による解体等）。

「土石流による労働災害防止のためのガイドライン」

→平成8年12月6日の蒲原沢（新潟県、長野県境）の土石流災害を契機に制定

→土石流危険河川で起きる土石流災害発生を前提として、①上流の状況の調査記録、②
土石流災害防止規程の策定、③降雨量の記録等、④警報設備の設置、⑤避難設備及び
避難訓練の実施、等について定める。

◎「局地的な大雨による下水道管渠内工事等における労働災害の防止について」
（平成20年10月10日付け基安安発第1010002号）

◎局地的な大雨に対する下水道管渠内工事等安全対策の手引き（平成20年10月策定）

※「土石流危険河川」→「土石流危険渓流」等ともいう。

゜
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庄>ft軍 • It喜＞水冒曙・匹十保今>.l:下水漕＞．Ill令・臀＂令＞鳥蛇nな大嗣に対する下水道奮盪内工●尊安全対緊鴨討委員会

罵堪的な大雨に対する下水道讐編内工事鱒安拿対策檎討委員会

下水道サーピスを安定的かつ絶続的に提供していくためには．下水這首浸内において雑持管瑾作業や改築更新工事を冥篇する必蚕があ

りますが、去る8月5日には東京都荏司ヶ谷幹線内で作集を実籍していた5名の万が流され死亡するという痛ましい事故が発生したと

ころです． 近年．集中豪雨が頻発していることや今後とも大雨の頻度の増加や局地化が烈念されることを踏まえ．雨水が流入する雷渠

における急激な増水に苅する安全苅薬を日急に図る必預があります． このため、局地的な大雨に対し、雨水が流入する下水道管渠内に

おける工事等を安全に冥純するために必要な苅応策について検討することを目的として委員会を設置しました．

［ 。尼泄蜘t4大雨に苅する下水叩芦四mT事甲芦呻而叩 ~(4,095KB逼

闘饉状況

関連慣Ill

●組蘊

し法堡

• -・脱豆

；、下水憐の計面

•ガイドヲイ ‘9奇

パ‘9つレット等

セーフティネシ ト 10 
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局地的な大雨に対する下水道管渠内工事等安全対策の手引き
（平成20年10月策定）＊全78ページ

局地的な大雨に対する下水道管渠内工事響

安全対策の手引き償~)

●慮20零ヽ OJII

●鴫＂な大疇に”する下心．．＂工事●賓11:"重嶋射畳員會

．平成20年8月5日の東京都雑司ヶ谷幹線において、管渠
内作業中の5名の作業員が急激な増水で流され、死亡す
るという労働災害が発生した。

これを契機に、国土交通省が、局地的な大雨に対し、増
水後の対応のみならず、急激な増水が発生する前に工事
等を中止するなどの予防的な対応も含め、工事等の安全
対策の検討委員会を設置し、とりまとめられたもの。

*42ページ以降は、災害事例、ヒヤリハット事例、事故
防止の取組事例等です。

～ 

｀` 

局地的な大雨に対する下水道管渠内工事等安全対策の手引き

鳥蠅的な大爾に対する下水道讐璽内工事嶋
安全鯖筆の手引き（案）の量婁

9．予防封賢の重複 2．危●1こ霞しての人●葛重
3．危●讐珊竃翼の・庫 4．裏嶋惰性に応じた蜜金州筆の濾立

鳥嶋的な大胃I二■する
景象予11の職状疇

｀ ＞直負書）鸞會”讐の鼻停鰐な＂書 e篇エ計●●●へ●鵞
9 ● 99 9 -

9．畢蟻糟性の事薗把●

2．中止基皐•!11111基皐の111t定（予防釘11)
>...no止曇事を識言えた．竃嶋糟憧に応じたゆ止曇攣の11t,......。"'『エ●●轟置.....に塩量●●●●叉●●●●●●●定●9
ン戴•!1•• 大●の予亀彎詈霜IIした中止0... 
実．．，．〇鋼l'●に●い．．創●9ている』 ● 

3．迅遭I` ●するための成
ン遍●亭順 量電ルート●の筐竃．竃璽鯛●の買●
ン賓金●員書のl!ll 遍..な電＊・和・翼出訪止賃の責纏
>II●叡戴とに遍9矯 冒戴＂＂戴員への＂貫な懺•E遍体•,
＞貴●打の●●い ， 逼遍に支●となる賣●11の，，．

4.8々の萱全讐•の●●

（ 
• O平鴫からの宣金封●の取編み
ン●●●田じた亀mm冑上．ヒャ•,、ヽナ事鋼●，，．．とコII! j

実すべき安全対策

9― --0安全冒理計11の作咸と実篇
． ン（覺注看）以下の安全封賣を定めるよう仕様書専へ綱記

≫ （鱗負看）安金州賣の具体的な内響E重工tt釈書●へ鯛記
や・ - .- • •一—- - - -• •一

1．親嶋特性の事訂杷置

2．中止基準・再闘墓掌の設定（予防対賣）
バ鐵皐的な中止基皐を11まえたA員湯糟性に応じた中止基攣の設宣
0.t`鵬の鰐） 『エ．．Iiiヌはよ翼l：注重••胃●又は●J11・冨の費生彎』

＞気象情轍．大爾の予兆嶋を活用した中止の利lfi
大爾の予糞碩） 『亀1こ暴い爾●が量っている』 書

3．迅遭に還遍するための対応
”這遷手頂 ： 退illルート尋の設定、選舅舅鰊の実崖

沢安全塁具疇の配霞 ： 遍切な増水慶和・資出防止策の実篇
>t11霞収累と伝遷方法 ： ●●内作婁員への菖賽な情糟伝違体鯛

ン責纏材の馴量い ・遍遷に支鱒となる賣織材の存●
4．日々の安全管環の徹底

0平時からの安全対策の取組み
ン 鱗冒織を遍じた危纏讐・重●の同上、ヒヤリハット事側壽の冨讚と活用

螂”●工事貫●が員人，．下●●●費町こ＂重•が入鶴して,;....● 9エ．．．．．．．．．．．． n 
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局地的な大雨に対する下水道管渠内工事等安全対策の手引き

◎手引きの中で指摘されていること（一部抜粋）

・危険性の認識が不十分

少量の降雨なら大丈夫だろう、あるいは、工事等が短時間であれば大丈夫だろう

といった認識の甘さや、限られたエ期等から無理に工事等が進められることがある。

“ 

リスクアセスメントについて

KY活動やリスクアセスメントが
形骸化していませんか？

作業員任せに（作業員の経験のみに依存）
なっていませんか？

リスクアセスメントは、経営トップを先頭に、店社も含めて
全員参加で「危険源」を探し出して（話し合い）いますか？

--

14 
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リスクアセスメントについて
（危険性または有害性等の調査等に関する指針H18.3. 10基発第0310001号）

1)リスクアセスメントの目的
リスクアセスメントを浮入し実籍する生なII的は次のとおりです．

「一 ・ ー•—ゞ＿―-一 — ―

匹のみんなが参OOしてほ場にある位険の芽｛リスク｝とそれに対する対棗の実状を把騎し、

し災名に．せるリスクをできるだけ取り桧き、労働災吝が生じない農場1こすること，

-・ • ---• • - •一。 ．． ．．ー・ ・ —- -・ • • --― ・ • ー ・ ・ ロ・ • -. --• ・―-―ー・ー・• ー・ ー•一•- ·竺

a饒性又は脊書性 人

▼ 

リスクの 覧生

▼ 

費圭霞出対貫の不・

，， 
，． 災 書

慶場にあるリスクによって．実倍に災抒や健康悶内が起こったり、生性が中厨したり、設偏が損傷

を1•けたり、また事哀場眉1!11の関填や公素 1こまで災\lfが及ぶならば｀歓災のt痛だけでなく扇菜活関

にも大きな影響が及びます。従って、事業者には、その管環する項菜場のリスクアセスメントを的鎮

に行う責務があります．ーガ往菜liには、リスクアセスメント実籍に参加し、災1F発生や健巖障吝の
発生のおそれのある状況を把握して指摘すると1，1時に、災吝防止対策を遵守する義務があります．

このように、安全術1涌場を柑当名に任せきりにするのではなく、経営トッブのリーダーシッブの

,.._夏湯の各級行珂行から現場の作菜名•までが参加してリスクアセスメントをit資的に実樟すること

により、俯人の経験と能力のみに{Ii{{•せず、専泰場の安全配l済襄を組織的 ・ 継舷的に史籠していく

ことができます．

リスクアセスメントについて
（危険性または有害性等の調査等に関する指針H18.3. 10基発第0310001号）

lli鴻：：沿在するあうゆる位臨止ム
2これうの危険什人はイi・}滋ことに、kti印tth-1,1：心にしん災］渇ll・・効果をど慮のうえリス

クのKさざーを仕秘↓み＿
3‘μflしも 1)によ‘Jきリスクを低fhtするための役先度をしI定し、リスク低収対；ドのド用を検},t

立ー
; l露既に対応した13舛it汎樹itを丈恙土五一

．、＇｝スク T七スメン!:!粘＇渫 1え―{,:1準＇ー た‘9スク＿

<•さふ L . 次糾 0)') スクア七スメンi,:.: fij IIi す る

ん日収 し て． :1ぶ祁Jj Il•• (J) Jウハウ

16 
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リスクアセスメントについて
（危険性または有害性等の調査等に関する指針H18.3. 10基発第0310001号）

リスクアセスメントは、 危険源（クレーン、フォークリフト、足場、各種機械の

①事業場のあらゆる危険性又は有害性を洗い出し1駆動箇所、粉じん、階段…）の特定、先取り

②それらのリスクの大きさを見積り

③労働者保護の観点から優先的に対処しなければならないものを個別に具体的に

明らかにする

ことを体系的に進める手法である。

多くの事業場で職場に存在する危険性又は有害性を見つけ出し、事前に安全衛生

対策を立てるために、安全衛生パトロール、ヒャリハット報告、 KY活動などが行

われている。リスクアセスメントは、これらの経験的な活動に対し、体系的、論理

的に進める点に特微があるといえる。そのリスクアセスメントには4つのステップ

がある。 ＊4つのステップは前頁の①～④参照
- - ・99, 

17 

リスクの見積もりの留意点

・リスクの見積りは、極力複数の人で実施しましょう。多様な観点があった方がより適切な見積りが

できるからです。

・リスクの見積りのメンパーのリーダーは、必ずしも上位職の者とはかぎりません。作業内容を最も

よく知っている人がなりましょう。

・リーダーはみんなの意見の調整役に微するように努めましょう。

・現在行っている安全対漿を考慮してリスクの見積りを行いましょう。

・見積りした偵がばらついた時は、よく滋見を聞いて関整しましょう（こうだと決め付けてはいけま

せん。メンパーの知識、経験、年齢、性別等それぞれ迎うので、パラつくのが当然と考えましょう。）

見積りの偵は平均点ではなく、多数決で決めるものでもありません。グループで話し介い、合意し

たものとしましょう。

・見積1)の偵については、説明のつくものでなければなりません（やま勘は禁物です。）

.、.2に生した！の．｀ではt、::t・ ．｀た頂｀で よ

・見積りの伯はグルーブの中で、最もリスクを裔く見積もった人からよく意見を駐き、メンバーの納

得のもとに採用しましょう。 [18 

，
 



リスクアセスメントについて
（危竪性または有害性等の調査等に関する指針H18.3. 10基発第0310001号）

（抜粋）

4 実施体制等
(1)事業者は、次に掲げる体制で調査等を実施するものとする。
ア 総括安全衛生管理者等、事業の実施を統括管理する者（事業場トップ）に調査等の実施
を統括管理させること。
イ 事業場の安全管理者、衛生管理者等に調査等の実施を管理させること。
ウ 安全衛生委員会等（安全衛生委員会、安全委員会又は衛生委員会をいう。）の活用等を
通じ、労働者を参画させること。
工 調査等の実施に当たっては、作業内容を詳しく把握している職長等に危険性又は有害性
の特定、リスクの見積り、リスク低減措置の検討を行わせるように努めること。
オ 機械設備等に係る調査等の実施に当たっては、当該機械設備等に専門的な知識を有する
者を参画させるように努めること。
(2)事業者は、 (1)で定める者に対し、調査等を実施するために必要な教育を実施するものとする。

悪天候時における労働安全衛生法令1•. .—• • • • ---
器磁、臨固，＾遭痴瓜活譴辺）已疇蕊9応嘩叫ふ傘；

｛る森l●●IJfc幸安lL雰I行和ni..1麒如遥、如． に`作母

0高さが2m以上の箇所で行う作業
0つり足場、張出し足場又は高さが2m以上の構造の足場の組立て、惟体、変更の
作業
O型わく支保エの組立て又は惟体の作業
0作業構台の組立て、解体又は変更の作業
0建築物の骨組み又は塔であって」金属製の部材により横成されるもの（その高さが
5m以上であるものに限る）の組立て、解体又は変更の作業
0橋梁の上部様造であって、金属製の部材により構成されるもの（その高さが5m以
上であるもの又は当該上部構造のうち橋梁の支間が30m以上である部分に限る）の
架設、解体又は変更の作業
0軒高さが5m以上の木造建築物の構造部材の組立て又はこれに伴う屋根下地若
しくは外壁下地の取付けの作業
0コンクリート造の工作物（その高さが5m以上であるものに限る）の解体又は破壊の
作業
0襦梁の上部構造であって、コンクリート造のもの（その高さが5m以上であるもの又
は当該上部構造のうち楼梁の支間が30m以上である部分に限る）の架設、侶体又は
変更の作業
0解体用機械を用いた作業
0建設工事でジャッキ式つり上げ機械を用いた荷のつり上げ、つり下げ等の作業

安衛貝ll522条
安衛則564条

安衛則245条
安衛則575条の7
安衛則517条の3

安衛則517条の7

安衛則517条の11

安衛則517条の15

安衛則517条の21

安衛則171条の6
安衛則194条の6

= 
19 

a) 
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悪天候時にお（tる労働安全衛生法令2

0クレーンの組立て又は鮎体の作婁
0移動式クレーンのジブの組立て又は解体の作業
0デリックの組立て又は解体の作業
0屋外に設置するエレベーターの昇降路堪又はガイドレール支持塔の組立て又は解体の作業
0蘊設用リフトの組立て又は解体の作婁
0ゴンドラを使用する作集

0クレーンに係る作婁（併せてジプ11l定事の損塩防止憎量を鵬じる:::1!)
0移動式クレペンに保る作震（併せて転倒防止櫓置を織じるこl:l
0デ』）ックに係る作婁

0輯間凰速が舞秒30mをこえる風が吹くおそれのあるときは、量外に設置されている走行クレーン
に逸走防止装量を作用させる等の逸走防止摺置
0願間風速が舞秒30mをこえる風が吹くおそれのあるときは、屋外に設置されているデリックに、
ブームをマスト又は地上の固定物に固縛する等のブームの動掃によるデリックの破損防止措置
0麟間風速が毎秒35mをこえる鳳が吹くおそれのあるときは、屋外に設量されているエレベーター
に控えの数を増す箪の倒壌防止
0麟間風運が舞秒35mをこえる風が吹くおそれのあるときは、建設用リフト（地下に設置されている
ものを除く）に控えの数を増す等の倒壊防止措置

クレーン員ll33条
クレーン員1]75条の2
クレーン則118条
クレーン則153条
クレーン員ll191条
ゴンドラJIIJ19条

クレーン則31条の2
クレーン則74条の3
クレーン則116条の2

クレーン員Il31条

クレーン則116条

クレーン員111s2条

クレーン員1Jl89条

悪衷候時における労働安全衛生法令3
土砂崩壊災害防止対策 闘係条文

0地山の撮削を伴う工事（河川の堤防の補修等の工事を含む）の施工は、大雨の影響により地山に緩みが生じている 安衛貝1J355粂
可能性に十分に留意の上、作集箇所及びその周辺の地山の形状、地質及び地層の状態．含水及び湧水の状態等を
十分に調査し、調査結果を踏まえた作業計画を定める． ． 。Ill削作業は点検者を指名し、作業箇所及びその周辺の地山を通常より頻度を高めて点検し、地山の異常を早期に 安衛則3埠条
発見に努める。必要により地山の状況を監視者を配量．
0土砂崩壊のおそれのある場合、立入禁止、土止め支保工を設ける等の措置を講じる。 安衛則361条
0日常点検、変状時の点検を確実に行い、斜面の変状に進行があった場合は、施工看、発注者等は、安全性検討襲 【斜面崩壊による労働災害の防止
係者会譜を開催し、対策を検討。 対策に関するガイドライン］

0土石流危検河川の工事施工は、作業湯所から上流の河川の形状、その周辺における崩壌地の状況等を十分に謂 安衛則575条の9
査。豪雨前から着工している工事についても、必憂に応じ改めて調査．
0土石流の早期把握等のための警戒降雨量基準、作業を中止して労働者を退避させる作集中止降雨量基準等を、 安衛則575条の14

必要に応じ見直し。降雨量が警戒謳雨量基準に運していなくても、危陰が予想される場合には、作業場所から上流の
状況を監視する零の措置。
0警報用設偏及び避難用設懺の点検を実節、警報及び避難の方法等を労働看に十分周知。 安衛則575条の15

※強風とは10分間の平均風速が毎秒10m以上の風、大雨とは1回の降雨量が50mm以上の降雨、大雪とは1回の降雪

量が25cm以上の積雷をいい、実課にこれらの悪天候となった場合のほか、一気象注意報等が発せられ、悪天候となること
が予想される場合を含みます。

22 
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令和5年の死亡災害事例2（土砂崩壊）

3月

12騎頃

土木工事●

~9人

75●-79戴

地山` 岩石

順填、鋼壌

5
 

［発生状況l
道路に壇設された下水怜の交換工亭現場で、古い下水讐を艤
去菱の深さ1.3m、幅1.1m、長さ9mの但m溝に下りてスコッブで
鐵剛中、讐剛面が土砂肛壌した。

（災害防止のポイントl
1纏削工事を行う戴には、事前に発注看から地屈、地質などの状
況を設査した地貫讃査資料を入手し、それに基づいた環場の実地
謂査を行うとともに、組剛開始後1ゴ3いても、譴詩、地尼、地貫の

- --状態やそのき貝含水、湧水などの状況を記録する必婁があるこ

_ _ |r~山の罵心、土鳩、土石の膏下などのおそれがある場所に労働
看を立ち入らせる湯合は、あらかじめ土止め支保エの縄立図を作
ー 1成し、それ1ゴに9いた土止め支保工を担R1作素開始前に遅正に
艮磁しておくこと．
3抵附作案についても土止め支燥工の設置菱の作棠の方法｀
手難を定め、全員に●知しておくこと．
ヽ元請と亭nIこその日の作案開姶前に、安全ポイントの打合せを
行い、紅剛作集における危験性、作彙躊の注意事項等の相互羅
認を行っておくこと．

a・ 

平成15年12月17日 基発第1217001号「土止め先行工法に関する
ガイドラインの策定について」

声血法’どほ
土止め先わ・IJ:lilこ闘するガイドラインの璽点ー

厚生労●畜”●憂●贋i
鶴遍綱麟労● ● 

労● ● ●Ii..  

1 目的

本ガイドラインは、労働安全衛生関係
法令と相まって、土止め先行工法による
適切な土止め支保エ等を設けることに
より、地山の崩壊又は土石の落下を防
止し、もって小規模な溝掘削作業又は
溝内作業を伴っ上下水道等工事におけ
る労働災害の防止を図ることを目的とす
る。
＊小規模な溝掘削...掘削深さが概ね1.5m~4m 

尉渇瞥熟髄樋葡藷憑手l,'剖信緊茫
24 
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上下水道工事における労働災害発生状況（平成9~1碑）

上下水迫工事における死亡災む発生状況
（うち土砂崩壇）

「 `

竺)¥

土砂崩壊による死亡災害発生状況
（土止め支保エの状態別）

土止め支保エあり
9.296 -... 

以下、
土止め
先行エ
法ガイド
ライン：
リーフ
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,mヱ国置雪
輻■•モ霰工法をJ11いる土止め先行工法で．—•その・込みや●＂の手順壽の遍
いにより次の『・込み万式Jとrn込万」が冨り宣Y.

(1)・方式’'轡・
”し,,.鯖IIm’'llすることを嗣纏としたエ滋で．その響攣は．ー夏で這さ蒙で賃剛．．し―より
員・'軒恥襲劃l費概を釈込んm."'夏の鷺s,.で剛心み、嵐由碍肩磁II讐璽肩
して・上鼠の●おこし及びりばり雹戴・して士止め支懺工讐纏み立てる万式でT.2織l!I以鱒の
●おこし及び切りばりの隻：は．●尾の四i!Iを雙”'して門い寡T.

(2)＂“元 ●●●賞・エ這；
”em囀の寄る．．汀鍵·の·卿•：讐Illenることが釦A工肇で．そ<Dfflt1· •の釦•:

合bせて葛S，，じめ襲”畏筆書くし訂•疇により”ち込んだ嘗. ■.J;J耐四0..0警諭·する遭
さ駈lー・綱詈mI．嶋上から囀疇の治属を雙肩して●おこし及〇切りばりを・・して土止め天鐸エ
雹編み立てる，，辻l― ••2霞胃口逼おこし及び切りばりの蒙•は．曇●に応じ胃—•白書曇
Illして行い蒙....

！，・（ 9,.i 
溝0．剛と誓状の矢緬の圧入警輯り董しながら土止0支鐸工讐鱒み立てるエ這で．切
りばDOH万溢の遍いによワ．次の「スライドレール方式」と「績ばりフレート方式Jが
ぁ0拿....

(1)スライドレール方式•込場●●ヰめ工箪
ヰID叉鐸工讐鑽•9る111!iの尾虞、●＂丘に応じ人・““'9ば9讐冨らかじ心0何0たス
ライドレールと呼ばn紐状の岬雹・て込んだ•-こnに土止ID/（ネルと＂ぱnる艦U匹雙
繹入し` 一鵞這さの躙餐・剛しながら/(ネル及びス9イドレールq旧つ零●り竃して．ヰID宣
虹そ纏み立てる万̀ ?.,..

(2)•ば0ブレート方式纏••ヤInn工濾

スライドレー凡’"［と'”'こ．ヰ〇賓曇工雹•r.言る・暉0....IIIIUIとに応し入鵬0切り
ばりをおらかじ匹0何げた・ば0フレートと”“れる櫨U磁●彎●て込んだ．．ー鵞〇畢さ攣
で漏層’"舅しながSそC疇ばりフレート畑入隻●り重して、土11:.. ,.t1:1:書纏贔立てあ万言:l!lt.

土止め先行工法に関するガイドラインによる事業者が講ずべき内容

I施行計画の策定

＂ ＂欝●●
週切な土止め支保エの崖工計菖を策定するには、遍量崩笥テう場所及びその層辺の状況を把置するこ

とが●甕であり、地血胃董、庫痰珊董尋を行います．

日圧，止めIt■
＂重で覆した地訊囀勁栢訟蔦じた週t/)な土止め先行田毅潟定布い．工法に応じ吐

止請層研成しま孔その出と咄●には、土止め叉保エの国1や息U蒻叫罐、使員翡0)置墨
尊が含まn累r.

目罪累計冒
還定した土止め先行工法に応じた遍切な作景ltliを作成します．その作纂計11iaは、溝璽削作纂．土止
め支保エ尋の組立・胃体作纂及U溝内作纂が含まれます．

日直霞冒It■
潟貫呻臓． 土止め支保エ鯛虚立 •舅体作婁及び溝内作●を安全に行うために必屡な仮設●に＂す
る飯量ltii砕応しまr．仮設量には．昇目骰働．塁渇防止設●＂が含まれます．

日賓食賣生管璽tt冒
溝露靭該．土止め支保エ尊の組立・鱗体作藁及び溝内作農の名工程に応じた労畠災書防止対棗と．只

全衛生管還体制．安全衛生敦育．安全衛生点検及び安全衝生活髄を含んだ安全1i生管理計・耐乍成しま尻

日エ覆覆
潟罠舅作稟． 士止め支保I尋の組立 •Ill体作鼠及rJ潟内作景について、 各作藁0)扇序． 謁始・終了の目観

各作稟閥の関ii及び安全衛生量目に関する工程を明らかにしたIll覆を作咸します，

n籠工計画の実籠及び変更
匹眉に墨づき、土止め先行エ注による一退の作貫を週りに実應します．

累た．剛紅計量を変更する必屡が生じた場合は、畢罰Iこ闘係醤とサ曲を行った後に旺を行しig更

した閲紅：計・は関係労働者"-UIこ周知します。

I11土止め先行工法の実箇にかかる留意事項
1.土止め叉保エ＂の樋立・舅体作員を行うときは、土止めIt1に墨戎＼て作累するとともに、獣オ、組立て、
解体、作纂全般についての眉息畢項を守ります．

2.潤置附目＂び員吋環を行うとをは．作農1t1に墨づいて作簗するとともに八辿の匿剛澳主任者の
置任、手駐り作纂、清内作纂の開始．地山の点桟．昇饂設爾．坦設物胃、保璽帽、携水尋についての留慧裏

項を守ります．

3.訂試クレーン、顧系塁餃璽撮罵を使用する場合は、土止め1t冒・作簾1t1に基づいて伎用するととも

に．合図．立入猿ll:l謹、矢扱等の打込み・引抜き、主たる月途以外の伎用の闇阻についての留鼠畢9員を

守ります．

．こ碑の点は、 I冒りの椙遍府景労鷺局•労位璽讃監督1へお悶い合わせ下さい．

“ 
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平成15年12月17日 基発第1217001号「土止め先行工法に関する
ガイドラインの策定について」

例えば、労働安全衛生規則第374条では、土止め支保エの切りばり又は腹
起こしの取付け又は取外しの作業を行う場合に、土止め支保工作業主任者
の選任と職務を義務付けています。

しかしながら、本ガイドラインでは、支保を有しない自立した土止め壁による
場合でも、土止め支保工作業主任者を選任して、直接指揮させるよう定めて
います。

また、ガイドラインの内容には、すでに労働安全衛生法、労働安全衛生規則
等法令の義務とされているものも含まれています（例：土止め支保エの材料
の損傷等の場合の使用禁止、組立図の作成、移動式クレーン・車両系建設
機械使用時の合図、接触危険箇所への立入禁止等■■ ■)。

～発注者の皆様も、本ガイドラインに基づく施工を事業者に指導するようご協力をお願いし
ます～

2 

令和5年の死亡災害事例3（ドラグショベルごと墜落）

2月 懺昂用機撮

2
 

（発生状況］
河川工事現場で、ドラグ・ショペルを運転し、残土を詰めたフレキ
シブルコンテナバッグ2値をつつて鯰回中に、Jl1岸の仮餃道路から
約3m下のJIl戴1：：軍臣ごと登落した。

［災害防止のポイント］
1作棠の性賃上やむを得ないとき又は安全な作棠の遂行上必緊
なとき以外に、ドラグショペルによる荷の吊り上げ等の用途外使用
を行わないこと．
2苔を移動させるときは、クレーンモードに切り＇狂えて吊り上げ移
動作某を行うこと．
3予め作集計画を定め、リスクアセスメント書により、作柔の安全
性、妥当性を十分検紅した上で、作案を行うこと．
4熊力向上教育等を受謂させるなど、労働者に対し安全衛生教
を徴底すること．

30 
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神奈川県下の災害事例4 （移動式クレーンの転倒）
＊以下、横浜市の記者発表資料(HP)から引用

1 災害発生日令和6年8月6日（火）14:30頃

2 発生場所横浜市戸塚区

3 事故概要等

上記日時、横浜市発注の下水道整備工事の現場
内で、工事用車両（クレーン）が転倒し、家屋昇害2

は嘉喜喜茫覧農：更翡塁薯lさぢ合翠唇ぷり魯せ
ん。

4 事故原因について

クレーンのアウトリガーを張りなおした際に、敷き
鉄板からはみ出たまま、作業したことにより荷重が
集中しクレーンの足場が沈下したことで転倒した
評ぎ考えられます。詳細については現在調査中

（状況写真） 35 tクレーン

神奈川県下の災害事例4（移動式クレーンの転倒）

再発防止対策における重要事項

31 

移動式クレーンは特定の位置に常設されるクレーンとは異なり、安定性においては、使用する場
所の状況に大きく左右されます。

また、作業半径、ジブの角度・伸縮状況に応じて、定格荷重が大きく変わりますので、常に転倒の
危険を意識する必要があります。特に前方吊り領域では、定格荷重は大きく低下します（後方から
側方領域への旋回時も注意）。

旋回中の遠心力を極力最小限にすべく、旋回速度にも要注意です。

さらに、同じ旋回方向により反復していて問題なかったとしても、荷台が徐々にカラ荷に近づく状況
では、定格荷重（空車時定格荷重）の範囲であっても、それまでとは安定性が変わります。

つまり、これらを見越して、限られた作業スペースにおいて、まず、どの位置に、どの向きで車両を
停車させれば、荷の移動、積み下ろしが可能となり、かつ、アウトリガーの最大張り出しを可能に出
来るのか（特に転倒モーメントがかかる荷重側）、極力定格荷重を出せるのか、慎重に作業計画を
定める必要があります。

32 

--
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神奈川県下の災害事例4（移動式クレーンの転倒）

災害原因として考えられる事項（関係条文抜粋）

◎クレーン等安全規則（移動式クレーン部分）

第66条の2（作業の方法等の決定等）、第68条（就業制限）、第69条（過負荷の制限）

第70条（傾斜角の制限）ジブ傾斜角の範囲遵守、第70条の2（定格荷重の表示等）、

第70条の3（使用の禁止）地盤が軟弱であること•••第70条の4（アウトリガーの位琶）、第70条の5（アウト

リガー等の張り出し）、第71条（運転の合図の定めと合図者の指名）、第74条（立入禁止）、第74条の3（強

風時の作業中止）、第74条の4（強風時の転倒防止）、第75条（運転位雷からの離脱の禁止）荷をつったまま
で運転位置から離れさせてはならない。

第76条（年次点検）、第77条（月次点検）、第78条（作業開始前点検）、第79条（点検記録の保存3年間）、

第80条（直ちに補修）、第221条（玉掛け業務の資格）技能講習修了者

◎移動式クレーン構造規格第27条（過負荷防止装置）移動式クレーンは、過負荷防止装置を備えるものでなけ
ればならない。ただし、次に掲げる移動式クーンで過負荷防止装置以外の過負荷を防止するための装置（次条第
一項に規定する安全弁及び荷重計を除く，）を備えるものにあっては、この限りでない。

一つり上げ荷重が三トン未満の移動式クレーン ニジブの傾斜角及び邑さが一定である移動式クレーン

33 

移馳式クレーンの製造書及び便用喜の董攘ヘ

移動5雰竺ぢは二昇芯霜Eした 1

讐●式クレーンによる亮亡災●は、年圃鉤3"糟韮してい家T.
事故を防ぐとともに、移動式クレーンの鯛造に関する国鰤墓準への整合を図

るため、以下の点について、 r移動式クレーン楓迭規格J （平成7年労働省l!i
示第135号）が改正されましたので、ご鰯恵ください．

①つり“"’●3トン攣胃““｀クレ→蕩0、璽負胃＂止畢・にコ Aて

②馨m“'レーン虞m滋について (Ill"叩四m氾のlllllli)
①鶴方安竃虞の計舞式について(tt鱒式の変更）

Rその飽（穴あけの方法の性艇棗定化．最新の日本工犀競格への贅合化など）

宮
I

翻mIl"g4"10日(11()~,11月24日（會）m

0J つり上11lld3にン田い澤働式クレーン嶋にコヽて．壽□属釦r-
し ··鱒.d:するた＿めのJ童•えることが諷霧19られ憲す． （蒙27彙）

［改正胴J膏重計は「過負書を防止するための極置Jとして認めらnていました．
g, 
［改正犠Jill.Stは「過負清を防止するためのほ●Jとして認めらnなくなり、
宣椿壽●●●鵬●● l` 定櫓壽重嬬示畢●”などの纏●奮●えることが
..つけられます．

く経遍眉置＞平虚31年3月 1B的に製造された移動式クレーン｀又は平慮31年
3月1日において現に襲磁している移動式クレーンの規格について
は、なお賃酌の例によることができます．

"1 宣纏畢■馴-
工帽膏●●紐えた鴫合に．轟ちに皇纂
帳畿エクレーンの心憂日馳nに”止
..る躙・・"写る裏●

棗2 宣ー・示・・
工嬬讐．．とるおそnヵ『ある鴫合に．
...の彎曇-・"．えるIllに
●畠e食亨る・鍵を胃する繁・

99厚生サ働白 ・都叩り県労働局・労働墨準監督署 2098,3 

9,.出＇ •,9.
,."U 

” Itt● 9鼻•」 9

."‘"’軍”

辿と
Y=t,ヽJ!,

iKぺ呵．戸
令’劣ァ‘‘Iム

! 

言・m

"T""* , ....... 
臀n"’’

＂・ r-山
ロー・グー

19-11"” 
＇土•‘”’’""骨鼻＇↑内F"“'
蝕磯•‘“叩い（層馳J9-l]
．に饂
9 •• 心,........”̀二,-.,

’-一団•
"'"""290ょ●｀』鯰J如 Cン7-の"mm...,,..,,,~~,,., 
が 9綱駅闇9l士員’`“”.“
“uaル••』9匹1..,.,0ヌ9“”U09..,

平成31年3月
以降、
つり上げ荷重3t
未満の移動式ク
レーンについて、
過負荷防止装
置の要件が改
正されています。

⇒高度安全機
械等導入支援
補助金制度と合
わせてご案内願
います。

34 
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足場の墜落防止措置の改正（令和5年10月1日から順次施行）
（一側足場の使用範囲明確化など）

足場からの墜落防止措置が
強化されます

・ロ正1)■J'/皇鰤五鴫厠會書_,o月90から・次糞行•

．鑑彎●●でnn.......-■奮露め冒＂．fし、＂エ鴫
●璽畢正1.,.-il:-l!llttレし専町―If10員1B

（一田919H舟＂が 1噌肩1B)"’・寅・行し拿...

置のS事し

o:;1ー：rニ・1.1凡よ！屯上ti-こ.....,e“........ 
霞9ること，，．．r●り蒙•• 

② _- m,....:. • ;、六：―-—百←► 
●●●nu窪宣●”重・mn帽9つり●●ua)•行う·“•墨し
●●帽●9●ことか四になり●..

R屯t齢年如＇口｛叔紐灌如．叫-l.伽
"・{nて・-......畳•釘鱒的 1●●に． ... ..,.. .. ー·••··
こ““.しuo軍冨．

·た‘-...II:閃●最•員し一,干-... nユ●正疇・仁ついて“
•O•瀾してくごさい．

t9摩””̀--’”m...

令和5年3月14日改正「足場からの墜落・転落災害防止総合対策推進要綱」の
内容も盛り込まれています（以下要綱の一部抜粋）

足場等の安全点検の確実な実施について

(1)足場等の点検（「手すり先行工法等に関するガイドライン」に基づく点検
を含む。）に当たっては、資料に示す足場等の種類別点検チェックリストの例
を参考に使用する足場等の種類等に応じたチェックリストを作成し、それに基
づいて実施すること。

(2)足場等の組立て・変更時等の点検者については、足場の組立て等作業主任
者であって、足場の組立て等作業主任者能力向上教育を受講している者、労働
安全コンサルタント（試験の区分が土木又は建築である者）等の労働安全衛生
法第88条に基づく足場の設置等の届出に係る「計画作成参回者」に必要な資格
を有する者、全国仮設安全事業協同組合が行う「仮設安全監理者資格取得講
習」又は建設業労働災害防止協会が行う「施工管理者等のための足場点検実務
研修」を受けた者等、十分な知識・経験を有する者から指名すること．

(3)作業開始前の点検者は、職長等、当該足場を使用する労働者の責任者から
指名することs

“ 

手すり先行工法のガイドラインの改正

I ~ク9渭l止一^ ｀り侭マ疇戸 l 
信嘩lしましょう

X嶋かs.,..閑 •`’"a..書”'止Tるためには、出場Uこの遍鵞＂量での"箪9こa.. ..—·” .. 
"●において遍切な＂戴電"|じる Cとが麟葺です．
...,..J先行工法は三"'".,立...”..，，贔五からの肇慧防止に賣＇鵞が●い工法であ•）‘”生労●惰で

は9 ..直Rnこその",.霰スっTL‘,c.,..
*'Iーフレャトでり、『手.,..J先行工法等9C...,.る，，イドラインJ"“”..,9B巳正｝に定める、写.,.

，，先＂エ追詈.入.,.るに｀たって必遍！なn■•を紹介し拿... 

曇
蜀t濫の前噌シ昔

・ユく`おU畢輯＂＂・iこん m:--
五に反｀＂主濃とな 9Tし•6 くさ U鸞腱心09こ""'-'"·.,,.""●事囀....T ,J ..hエ遍算
＂嶋C膚皐A•四し事した．

2 冠年山滋令？町E~
99レハーネス釦慶疇嗣止nIIRの會9iや．ミロの口金点槍によるa...",.名．一會,e..,,..,..,
.. """纏9ヒ専V直級●9'”するる界の,.仝.,鵞玉會のコ工事攣̀ ..ぺし置した

3 -る畢瓢叫llill渭巳
冑麟•"·賣令零．．ト・・た`"““m●`"，，鰤●●●と表し●した

出如"',.奢心……11..工mでは 、 臀言＇）知ヰ•“厖的には日言ると と..に． ●さや＂安心鸞
のある疋｀そ聾出L.li!鴫からの置冨専書m止L事L;が

”'”,,‘” ア`●●” ”＂ てヽ盲電9

ぐう厚生”.t!i・瓢四血●扇・完●●虞董編胃 屈薗

（働きやすい安心感のある足場を！）

手すり先行工法のガイドライン(H15.4. 1 
策定、 H21.4. 24改正）も令和5年12月26
日に改正されました。

足場の省令改正の内容が盛り込まれてい
るのは勿論ですが、例えば、「足場を使用す
る作業に就く労働者」に対しても、安衛則第
36条第41号の墜落制止用器具（フルハーネ
ス）の特別教育を実施するよう努めることと定
めています。

～発注者の皆様も、本ガイドラインに基づく
施工を事業者に指導するようご協力をお願
いします～

砧
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全国の死亡災害事例を知ることができます（職場のあんぜんサイトより）

0疇
働く人の玉金を守るたがこ禽閉四•を贅はし．．亀；；；1

、J `A9漬．企置が元知こなる疇湯を割）ましょう．,,,. 

讐饂119停壽•Jました•
＂や～1叩裏してい亥す•
さ引こ級り込みたい嶋含IJ、複鸞贔伶01111して下さい．

≪9,9,9、'9「.

観常繕暴ページ、1

≫ T＊量T●l1襴でtIIltl "1 『ケ:ti:曹nT•"ドが1詈十

• •Iール『ド9ネル●"'T冨糟●内：布•L ●●卜吋•"讐翫

► ・一｀ー 一
≫ ー， ．ミ ベ べ

〇 ` ―

~ t」や11ネ化亨すえTI-9rn言""fn19ネm下曹でrなる
● 下＊●T冨1＝れl9T禰書剛'I'•iill'•Ill,9^II'午"mru,r

► T*ill T書でマ•9ネー1H「入’9.ア

一

．
 

厚生労働省「職場のあん
― ぜんサイトは‘ら、業種な
どを絞って 索できます。

9/9ベージ 過去の災害事例を多く知
ることで、適切な施工計画
の審査や安全経費の見
積り、安全パトロール実施
時の問題点の指摘など、
受注者に対するより効果
的な指導・援助をお願いし
ます。

37 

元方事業者、発注者の責務について（以下、条文の一部です）

主な条文の一部を紹介します。 労働安全衛生法＝安衛法

安衛法第3条第3項（建設工事の注文者の責務）

安衛法第29条（元方事業者の指導）

安衛法第30条（特定元方事業者等の講ずべき措置）

＊第2項…分割発注の場合の統括管理を行うものを指名

安衛法第31条（注文者の講ずべき措置）・・・請負人の労働者に足
場、作業構台、クレーンなどを使用させるときの安全措置

安衛法第31条の4（違法な指示の禁止）
38 
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元方事業者の責務について

乙こ 元方 業者の鵡ずぺき揖置
9

,
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疇
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看
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の
最
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着

関係麟負人及びその労働看が

当該仕事に関し、安衛法令に

遍反しないよう必墨な指導を

行わなければならない
し一 •• , • • , l l 、

（賓躙滋賽2

遺していると輝めるとき は

是のために必賽な指示を行

わなければならない

9學1111項）

（宣戴滋瓢15彙冨1項）

（賓mー冨2JJI)/l

― | 
39 

元方事業者の責務について（主な条文）

乙 建設菓の元方事業者が講ずべき措

技術..1:.の担導

資紅機誡の提民専の環助

宍向して危険防止氾芯

自ら危険防止措•

こ
関係 請 負人（ 

G:• l：む等の崩口のおそれのある鳩所
②止改慨樟苓が＇云1ftするおそれのあるも所

③公で屯即こia近することにより 5｀するおそれのあるぶ所
〇叩か り贔mの9l9心・itわせる出合において．”訳釉苓がIll屯
するおそれのある出高
, -- -

ノヽ 安衛法第29条の2
（技術上の指導）

40 
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特定元方事業者の責務について

乙：特定元方事業者の鵡ずべき措置

鯛9.1l織の双直•
999戴 9 ＇置＇ 下＇整

③ 作議場所の巡視

）関係請負人が行う安全衛生教育に対
する指導•援助

仕・事のエが疇で＇両デる計繭の作成等

一鴫設禦）量・

冨 字忠労働災＿害を防止J}]

賣(I)-の00の●①．② 転°
gg ";"竺が出：；t 鍾•.の "g .目麟環 図 I
3 5…-"̀: gるの 績；●讐所のの 一遍

おIII
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安衛法第30
条第1項

（特定元方事業
者等の講ずべ
き措置）

41 

発注者の責務について

乙 こ分割発注の場合の統括安全衛生管理義務者の指名

●安衛法11130条錆2項の繭殿 ●安冑法戴細彙第2項の後殿
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安衛法第30条
第2項
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元方事業者（注文者）の責務について

安衛法第31条の4（違法な指示の禁止）

注文者は、その請負人に対し、当該仕事に関し、
その指示に従って当該請負人の労働者を労働させ
たならば、この法律又はこれに基づく命令の規定に
違反することとなる指示をしてはならない。

謬ご青ます次下請、二次下請だけでなく、発注者も

’← • 

43 

元方事業者（注文者）の責務について
／／ 違法な詣 示の禁止 I 
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安衛法第31条
の4（違法な指示
の禁止）

44 

22 



1~ -

発注者の責務について

安衛法第3条第3項（建設工事の注文者の責務）

（事業者等の責務）

1、2 略

3 建設工事の注文者等仕事を他人に請け負わせる者は、施工方

法、エ期等について、安全で衛生的な作業の遂行をそこなうおそ

れのある条件を附さないように配慮しなければならない。

＊元請や一次下請、二次下請だけでなく、発注者も該当します。

発注者の責務について

n言設業における総合的労働災害防lL苅
,,.おサる自主的な安呈霞• 活動の配進を目貫

洒ヰの重111111!..り鬱く●しい絹•II●の下、公只工事の賣少に停う●●の•Itを疇量としたい

ゎダンピング畳注は．賣•“·記止刃賃の不·O疇をもたらすことかO•<!!n蒙Y. 蒙"'·躙

嶋cnt·ヽて”.’""8止”讀霰1l1つて＇言た饒•"●●，，大●に重●置編大ることかな安全髯生●

這に鐸るノつIヽウが失わnることによる口金疇宣拿●の饂下が囀零亨れる立況にもあり零Y.
このような吠況の中で、．霞鬱のO主納な費全彎笠記鯰の髯●響を已閾として缶•ll:鼠胃生｀

の一鬱が蒙正され、平駅 18亨41!1 B-'Cワ露諷四は11島仕尋の胃量及びその撼軍に量つく●

●の寅轟が事重奮の罠力●鰐とさn蒙した令懺、●＂霰あげて塵主な貪疇杢茫釦の一●の帽
遍E遍ること力となっていllY.

●●鬱．霞注者．労量災琶鵞91l:饂直、冒膚露＂譴体及び行政が一体となって、●色的なヨ ・m言
慶ill:冗讀霰櫂這していき蒙し...ぅ．

4S， 

「建設業における総合
的労働災害防止対策の
推進について（平成19年
3月22日付け基発第
0322002号厚生労働省労
働基準局長）」

発注者の実施事項とし
ても1~6まで定められて
います。

46 
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発注者の責務について

建殷婁における総合的労働災害防止対策の基本的考え方

紐業の特徽は直層下＂構造の下、所属の具なる労慟者が問ー場所で作業する形鰤

であり、短期間に作業内容が変化するという事業の性質から、工事現場における元方

事業者による統括管理の実篇、関係請負人を含めた自主的な安全衛生活動の推道を基

本に、工事現場を管遅する本店、支店、営業所等が的猜に指導・援助を行うとともに、

労働災宅防止団体、関係業界団体、晃注看、労拗基鵡行政が一体となって、総合的に

撞遵することとしています．

また、労働安全衛生関係法令の遵守はもとより、危険性又は有害性等の鴨査（リス

クアセスメント）及びその結果に基づく檜置の実篇と、事業者の主体的鎚力に応じた

労働安全衛生マネジメントシステムの導入を撞遣し、自主的な安全衛生活動を活性化

させることにより、工事現場における安全衛生水準の向上を図ります．

三

47 

発注者の責務について

区欝

畏

注

者

事項

l 篇エ峙の安全働生の●保1こRヽ したエ月の霞定、設計の実菖鱗
2 篇エ時の安全爾生を慎保するために必璽な畠費の積算
3 篇エ時の安全爾生を嵐保する上で必妥な楊合における篇エ条件の開示
4 道正な篤I.業者の選寛及び誨I.集行に対する憎導
5 分劃溌注等により工区が分割され柑数の元方事震看が存在する、工事の発注看1こ

あっては、次の事項

019J工事間の連絡及び罠整 0工事全体の災省防止椙議会の役●
6 入札参姉看揖名峙における安全成績の侵良な業名の還定及び労働安全畜生マネ
ジメントシステム笥自主的な安全価生話慟の取麗を粁量する仕組みの昂入

48 
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一人親方等に関する省令改正

の人

JJ●出土戴生這に●つく鬱吻年によヮ． 9）鼠牡鯛1フ負よ心る一人鯛力峰!>,..C嶋作鯛漕：
行う99鵬直以外0人1こ紺しても．力●●と闘青i匹がらno;よう．必學な繕● 1峯）書貫軍
言ることが•l··に瓢蔦nf99られ零書．
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鼠',li,'』温瓢仙，99り』椿出11,§昴f.9i“』“‘“'
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現在
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鳩Iq●Iこおける労働災●呻生撃 労●災書全体の2組覆度で.II!澪・寧蕩．嶋

れ~土砂厠壇なと．死亡に至ったり｀胃·力ったワする9-な災●が多く究生してい寡.... 
このため｀讐＂蒙書は．労●災書菱,a,輝そ賓輝し．畏躙的には印●災●ば遍少してきましたが．こ

こ翫守1す漕賣を繍ワ逗していま....

珊n事では鬱発注嘔から；；；方・瓢奮． 11l1r、Ill彙人｀モの雇用する「 II区なとが..層構追で工事を行
うことから．労•l災·防止のためには、·用する労●●の労鵬災冨防止に係る鶴霰を負う閲価綱負人だ
けでなく、モれ以外の葺士冨や元方事纂●●の安全に対...る珊鱗と幻鋼の寅輝が・蔓なので....

こうした中．厚生労・省は、元方•戴饂による疇殷頂珊安全冒環血（平成7年）により、 flll負賛
約における労・災●防止対戴の冥編警及びその紐賢の負担●疇の彎確化鱒』を揮囀してきました．さら

に11l::I:_マ＿週省は、平成2紐 10月にflU>軍法令遵守カイドラインJを改訂し、労働災●防止対蒙の冥輝

醤と、モの研費の負組醤などC潮覆化9'サなどを示しました．

このバンフレットでは、カイドラインに定められた紐賣・担奮の嗣”化などの手順を紹介します．

,.—•重●における““H2—•疇”以外に鵬信•"し人¢ゥ“輩“に刃T<S”働災富書1とに.......は,..,..甘ん“

iこで言二山
i奎ii i愛ii i i i i至i愛言愛ii萱ii 
にコー・ロ璽
●髯しIJら鱈”胴戚に一災●”止に闘つる・3貫を11l記されことがある

うち [9311災冨防止Cメ厩底』が●も菖く 6匹なのに対し．

r安全筐李ぼ賣の積賣」は 8％しかあワません．

●費金衝牛＂＂について、仕欄書＊と・尋に翼体的な這国、傘疇書が示されている → 1知

出..: r.."'工事における注文響対鱗に閏T,O胃重酬冗輯白●）平成22年輩麟軍”働災言防止協会

ぶ 厚生労働省

→却鴨

国土交通省

1.-,."’負畠翡りにおけ:o,遺辺•防止対綱（；；；賣する9置賣は r遍富必真と”められる攣·

労働安全繹滋法は元彙人及丙鯛負人に労働災●防止対策を麟務づけており．それに賽
する輯（土云這戴人等が麟襄的（．●相しなければならない賣用です．

つまり、労働災富防止対戴（こ賽する醒■は『通常必賽と認められる暉軍」に含まれるもの
であり｀罐殴.L•Ill貴贋”はこC囀量を拿む金冨で““りることが必璽です．

2.労●塁●防止鰭戴の寓纏奮及び纏賣彙鑑●の覇霞化≪直れ
罐殴工事●負契約を繹姑りる疇（;l.次のような菰れで、労・!1!・防止対策の冥樟奮と

モヽ滋遭厄漬滋i奮を明確化する必賽があります．
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"'FIii負人は、元鵬負人から鼻示さmr• も1::1こ． 0らが負蓋'...ることとなる”“災•訥止99
鯛に讐...る鰭賣守遍 9 に覺躙った..t· 元負人に羹’出`そ»—·に11示す・る必があワま....

元貪鼻→19. r竺直災•防止9"・』の●賽位に賣l言そ9-を共賓し．下｀＇負人から纏幽如—”·因
．”止9"・に賽9・零疇●J“`”され久覺・'・宣●●しつつ、一属磁疇18皐雹●拿え．気●＂ n●で
’’・匹電し“｀ブれはなり拿せん．.... 
元負人と下Ill貪人は、“的綱芍 ＿ ··化に●して、賢約●鵬の•TI'II n疇 1こ、労·災·”止対戴の

賣讀直及びそ0•9漬直直返分竃町賣化するととも1こ、下•員人が賣塁しなければならない”·災
一止9輝1こ..,.る口賣は、糟Tr西r4編真と切り•しいも9》書戴0、賃......,..遍H●なとに"'
示すること幻｀渾で言．
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°”’ •石←ら――

注9綱的“における元瓢貴店、西におヽw:--ITるように.下...人口”・丸・”l1:憾■に
...る...鸞畑Tる疇lは· ...9バ•り、モ[9..亀•,.ty-＾・で.... 

(1)~(4)0>'!直Iー芥いては・ •—切上遍叫以止山｀渾で....
以下のような尋遭U'“’“し心った』＂に．．．．． r・・宣た1オ・”...硲モ・tt力` 5り寧....

覺負人虹．島らかじめ""..仔において_.,,鯛負人の負鑢で免t-ヒ
｀囀皐Lてし` いにしか“̀ ”うす．ーカ事91こ彎.......したヘルメットな
，，°’"....笥止＂賃の費..誓"F讀心 0,.....1こ●L91く行為

覺●負人が． ぉらかじめ•t'I●●1こおいて.....人の●●で島ること
奮•l..Lていないにもかかわら.... ―’"’'二鑽•重与
どヽ'"●●●訪.....賣の費＂書"F•R重の宣瓢●1＝肇L91<,.. 

元“'負人が．”＇●史●訪,,...●1=賽.,.る費"‘●L91くなどにより．
そ彎I●『●冨‘”員と・頃ら心●●』 1こ攣人ない拿•士なる嶋會

…..冑呻贄●嘱1コ・"'

．霞●●●1...に重慶

` - -・ ・ •. ...,.■下•閏の軍910＂［重疇I二よっ
ては．．欝●奮111...のaの不●1二鑓い
鯛負代＊の●止1二●ll.,...“それ

神奈川労働局からのお知らせ

ョ．1!1鐸l-J..においても2．と1111樟ぬ9曾応幻｀｝璽
罐駐稟士上の『元綱貪人」とは、罐設工事の下●契約1こおける注文奮 UII殴戴警）、
『下•l人」とは、建設工•1(1.)下Ill翼約1こおける●貴l人のことでT. <｀ツ0る「一次下
Ill」や「二次下●J疇の珊合であっても・•設工事の下鯛鱗約の注文●となる蠣合l:t.
「元負人」として、 2 ．と同樟の対23＊汲で言~．
こa心． 元•鴫響が作滅した r貫纏響と負組疇の区分衷Jの＂用などによって、 元

方・事·が行った”""“A嘩Ii．力を便Tる一•となる下●戴人に罐寅に伝え
らn．る四”‘5ワまT.

ニ！零こ戸I
翌寧苧浮

労●B"冒防止のために、闘注●｀元一人に求められる一
l111Q●1こ議事する方uルり●災●防止のためには｀覧注●●元麟負人（3．鬱顆）において以
下磁置を寅編することが求められてい拿T.このことは、 r足嶋からの攣蕩防止撞置の効
禦禎m:."・績討聾●丑輯1!i●』 （平成26畔n月）に明記されてい拿T.
●●n冨 9こ崖攣'...る●のU1●皇鳥’止｀るため．費ピ這において舅舅豆盆書S“渾景のた：紀
汲な箪●蒙躙翼すること ・

...t:駈:'には・--ll!肴U賣ヽ 囀胴加入，，，た；めに：ヽ 渾'.,.JIIが●まれる＝と

•..t:01囀如． 鸞•である元壽か,.—”頁鯛負人へ籟賓に濃るようにすること

··”“`5鱗•な転攣書防ぐた庇入這寛：—·の竃霞をは力こと
笠：r—• • 畳込··における.讀......"”イドライン』において＿．，．．II●71● 10暴の3 c::
心 .. 曇 r．囀渇渾と一CT2....lC...nる‘̀ ”0のとこnて,...-.

● お濯駅^ “＇J U費,.-- • 

疇鵬• 99●●"'疇安全緯造“|安--A全対貫宣
・葛●彎 03(5253)1111（内織5486)

"Hベバ轟省土雄 ・・匹ー嶋間暴躙疇皇a富i1，罰弓1繕濾llll壽l宣 • 

ーー。3{5253)8lll（内繍24715.24718) 

ロ 『纏鼠膚""'會遍守カイドライン（叫編J0昂瓢先（＂ Tヤ遍嘗）
hm:IIm”‘.mlit.go.)PI匹1k•~•心四omVL6-b<. .000188.html

口 元方事鳳饗による董且U見嶋立主●】量躙針•夕； （中央労働災●防止aa直よ瓢玉情輯センタ→
hup://www.,.1$h.g r.Jp/•n,•n一匹m/HOU—函1．琴ox)

ロ 『纏設工●における玄溢菖迫罐賣 m瀑事リスト及ェn・緯疇纏壼J山’"仕
紐びに作慮賣鱗検討“畢輯S●の鑽拿先 9疇＂攣呵●災●防止“拿）
http:f/www.k•心如．o．JPId•い／pOf/1ぃ如cnooo•enkyu如K咄u」-a．呵

・労働者死傷病報告の様式改正と電子申請義務化(R7.1.1~)

・14次防（神奈川計画） アンケートの回答のお願い
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建設業における労働災害の

発生状況と安全対策について

～事業者と発注者の責務～

相模原市公共工事に係る緊急安全講習会

令和6年10月3日（木）

神奈川労働局安全課地方産業安全専門官関川晃
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事業主の皆さまへ

労働者が労働災害等による死亡し、又は休業したときには、事業者は所
轄の労働基準監督署に労働者死傷病報告を提出しなければなりません（労
働安全衛生規則第97条）。

今般、労働者死傷病報告の報告事項について、災害発生状況をより的確
に把握すること等を目的として、以下のとおり改正します。
※ 経過措置として、当面O)f'ai、電子申請が困難な場郵ま書面による報告が可能です。

これまで自由記載であった①、②、③、⑤について該当するコードから選択できるようになり、
④については留意事項別に記入できるように記入欄が 5分割されました。

■ 

霰心コ詈｛軍町兼胃l(Ill印 ＇労働如死傷病輻告 ・1

疇囀芦立立謳D呵 • 四
巳ぎ佐茫誓王芍王茫田と＇

● l ①事業の種類

日本標準産業分類から該当する

細分類項目を選択してください。
（例）製造業＞食料品製造業＞水産食
料品製造業＞水産缶詰．瓶詰製造業

:.IロロロロロロロロロロロDD□DD□□□□
ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
馳ぢな: S U日tti口•1 ロロ→ ロロ1 ロロ41 ロ`且日にロロ—ーロロロ［

④
 

I • ビ9L”‘ ... 

99雷‘"”"”

ーている，．；：

序●99炉•h

③傷病名及び傷病部位
該当する傷病名及び傷病部位を
選択してください。
（例）傷病名：負傷＞切断
傷病部位：頭部＞晶

⑤□エニ］鷹言'D胃ェ冨
＼ 

※電子申請義務化に伴う略図の取扱いについて
＿従前の手書きでの作成とは異なり、イフスト等の

• 「略図」のデータを添付してください。 「略図」 こ：」
を手書き等で作成後、携帯電話等で写真を撮って
そのデータを添付していただいても構いません。

②被災者の職種
日本標準職業分類から該当する
小分類項目を選択してください。
（例）生産工程従事者＞製品製造・加

工処理従事者（金属製品を除く） ＞ 
食料品製造従事者

④災害発生状況及び原因
5つの記入欄にそれぞれ記入し
てください。

⑤国籍・地域及び在留資格
該当する国籍・地域及び在留資
格を選択してください。



電子申請に当たつては、 【労働安全衛生法関係の届出・申請等帳票印刷に係る入
力支援サービス】をご活用いたくことでスムーズに申請できます。

困；：口:... 事.. 土`·"…•
入力宣■サーピス

匹 ．くらし．“，，いのたのに

迂サイズ 小i曰＊ eう厚生労働省—~h“`U,9 9 

労働安全衛生法関係

届出・ 1申請等帳票印刷に係

入力支援サービス

[ e・ （電子申：：：芦言盃こちら）。］

厚生労働省ポータルサイト「労働安全衛生法関係の届出・申請等帳票
印刷に係る入力支援サービス」は、企業の皆様が所轄の労働基準監督署
に行う届出の作成を支援します。

届出する帳票の作成•印刷のほか、ガイダンスに基づき入力した情報
をe-GOVを介して頂接電子申請することが可能です。

また、入力した情報はお使いの端末に保存できますので、作塑の一時
中断や、 再申請などの場合に再利用が可能です。

※ 令和7年 1月 1日より、労働者死傷病報告のほか、以下の報告も電子申請が義務化
されます。これらの報告にも、入力支援サービスをご活用ください。

■総括安全衛生管理者／安全管理者／衛生管理者／産業医の選任報告
■定期健康診断結果報告
■心理的な負担の程度を把握するための検査結果等報告
■有害な業務に係る歯科健康診断結果報告
■有機溶剤等健康診断結果報告
■じん肺健康管理実施状況報告
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